
令和元年度生徒指導集中対策及び生徒指導実践指定校「特別活動の取組事例」 

学校名 廿日市市立大野東中学校 校 長 田浦 由紀夫 生徒指導主事 中次 伸彦 
 

取 組 事 例 名 『生命尊重～いじめ撲滅に向けて～』 

取組における育てたい資質・能力 

人間関係形成 社会参画 自己実現 

コミュニケーション能力 ２ 課題発見・解決力 １ 自己理解 ３ 

取 組 の ね ら い 

自他の生命を尊重する心を育むとともに，いじめのない学校，安心して生活のできる学校を目指して，

一人一人ができることを考え，やるべきことを自覚し，実生活につなげる。また，一人一人がかけがえ

のない存在であることを理解し，仲間と協力して考えることで，いじめ撲滅を目指す。 

取組の具体的内容 
取 組 の 創 意 工 夫 

『つなげる』 

◇「命の大切さについて考える日」の集会 

命の大切さについて学び，嫌な思いや辛い思いをする生徒がい

ない学校，いじめのない学校，落ち着いて生活のできる学校にす

るための意識を高める機会とした。生徒会による「いじめ撲滅宣

言」や助産師を招き，「いのちの話」の講演を行った。 

◇「平和」について考える生徒集会 

広島の中学生として被爆地「ヒロシマ」の歴史から，命の尊さ，

「生きる」ということ，お互いの違いや異なる意見を認め合うこ

とについて考える機会とした。生徒会による「平和メッセー 

ジ」や被爆体験伝承者の講話を行った。 

◇「いじめ防止」について考える集会 

集会を通して，考え，気づき，決意したことを日常生活の中で

活かすことができるよう取り組んだ。また，生徒全員が「一歩踏

み出す勇気」を持って行動していくための機会とした。教員によ

るロールプレイから，どのような考えや言動が望ましいかをグル

ープで考え，発表した。 

 

 

 

 

 

今年度は，単発的な取組にならない

よう，集会の前後に道徳の時間（内容

項目Ｄ-(19)「生命の尊さ」を取り扱

った内容）や学活（クラススローガン

に対する自分の振り返り）を組み込む

ことで，より内容を深化させるととも

に，生徒が日常生活へつなげられるよ

う工夫した。 

また，自らの行動を振り返るだけで

なく，グループで望ましい考えや言動

を話し合うことで，価値の補充・深

化・統合を図った。 

扱いとしては学校行事となるが，企

画・運営は生徒会が主体となって行

い，より効果的な内容になるよう取り

組んだ。 

取組の成果と課題 

今年度の暴力行為発生件数は１件（昨年度３件），いじめ認知件数は８件（昨年度 11件）であり，と

もに減少した。特にいじめ認知においては，第２段階のいじめは発生しておらず，昨年度の２件から０

件に減少した。また，学校生活・いじめアンケートにおいて，「学校が楽しい」と回答をした生徒が 91％，

「現在いじめを受けている」と回答した生徒は１％であった。少数ではあるが，人間関係等で悩んでい

る生徒をどう支援していくかが課題となる。 
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